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制
定
法
規

.と
し
て
の
處
法
の

#
焚

, 

.六
三
U、

U
‘

は
出
來
ぬ
が
と
か
い

'ふ
こ
と
略
憲
法
の

.解
驛
，に
は
其
の
儘
常
て
，俄
め
る
こ
メ

，，

W
出
來
め
。，

殊
に
憲
法
中
に

.何
等
の
例
外
，規
定
？
な
く
、

j

般
的
に
规
定
し
て

.
あ

る

事

辆

タ

、
實

際

の

、ぶ 

要
に
依
ら
又
は
條
理
の
要
求
に
依
つ
て
、多
少
の
，例
外
を
認
む
べ
き
場

<

ロ
は
、其
の
例
甚
だ
多
い

( 

‘
此
の
如
き
例
外

i
4
,

し
憲
法
の
條
文
の
み
を
根
據
と
し
て
直
に
違

l
i

呼
ぱ
ん
を
爲
す
の
は
決 

.し
て
正
當
な
る
露
法
の
解
驛
で
は
な

s

o
憲
法
に

「

裁
刺
宫
は
刑
法
の
宣
告
叉
は
懲
戒
の
*
分 

に
由
る
の
，外
其

の

職
を

'免
せ
ら
る
る
こ
と
な
し

」

と
あ
る
か
ら
と

S

つ
て
、直
に
如
冗
な
る 

や
？

® 

は
休

t

を
命
す
る
こ
ネ
が

.出
來
ぬ

i

論
斷
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
し

「

裁
N

の 

S

審
ホ
決
は

i
\

を

么

す

」

i

あ
る
，か

ら
S

つ
て
、直

U
,

公
開
の
對
蔣
を
用
；

3

な

5

刑
事
な
ま 

手
續
は
遺
憲
や
，あ
る

i
論
す
る
こ
と
？
不
當
や
あ
る
。
憲
法
の
解
释
は
勉
め
て
寬
容
な
る 

と

を
要
：す
る
の
で
、常
に

.實
際

：

の
' 必
要

i

條

，理

の

要

求

と

に

鑑

み

、
义

實

際

の

惯

暫

を

麥

酌

せ

ね
 

だ
な
ら
め
。
單

f
c條
文
の
み
を
根
據
と
し
て
文
字
論
を
な

.す
の
は
、決
し
て
正
當
な
る
憲
，法
の 

解
驛
の
道
や
ル
な
か
。

言

:■
；：

I；I
I

!

I

I

ニ？
-

H

u

sl.̂.̂xyi.̂r.,r>isk~>tkKtn̂

iH

國

法
の

占

部

百

m

leuiimia

英
國
の

*
法
に
は
：種

ダ

の
.
#性

♦
る
が
中
に
、外
國
の
將
究
者 

し
む
る
時
其
の
網
え
す
暗
默
の
®
に
變
优
し
行
事
實

..
に

如
く

し
て
最
奇
異
の
戚
あ
ら 

の
非
す
。

ト
ツ
グ
グ
イ
ル
が

「

英

.國
に
は
憲
法
な
し

」

と
道

.破
し
お
る
所
以
に
し

C
、數
度
の
革
命
に
其
都
度
新
憲
法
發
布
せ
ら
れ
、
 

而
ル
何
れ
ズ
成

X
律
な
る
佛
國
憲
法
に
の
み
親
み
し
彼
の
ロ
よ

6
此
言
あ
る
は
、敢
て
®
む

A- 

■ 

■

-
 

..

を
須
ひ
す
。
佛
國
の
英
憲
法
學
者
ズ

i

,ミ
ィ

0 
く
、「

八
十
年
間
に
於
け
る
佛
國
の
歷

A
は
、吾
人 

に
示
す
に
，憲
法

V
"

ふ
あ
の
下
に
忽
率
に
立
案
せ
ら
れ

n

定
の
日
に
發
布
し
て
、述
續
し
お
る
韋 

ぽ
中
に
政
厥
の
有
ゆ
る
權
利
と
、人

25̂

の
S
由
の
有
ゆ
る
保
障
と
を
想
定
し
お
‘る
一
冊
の
灾
書 

を
以

V

す」

と
。

r

走
の
成
文
憲
法
を
取
极
ぅ
に
惯

'か
.お
る
大
陸
の
憲
法
學
者

'が
、一

部
分
は
國 

會
の
律
命

(statute L
a
w
)

よ
.
-

os

成
る
ダ
、其
大
部
分
は
普
通
法

(
c
o
m
m
o
n

 L
a
w
)

及
ぴ
先
例
、惯
例

、
R 

 ̂

,會
等

；

よ
ら
成
れ
る
英

H

:

*法
を
碑
究
せ
む
と
す
る
に
方
て

i
>洋
の
數
を
發
す
る
は
：無
理
《
な

英

國

霞

の

種

さ
ニ
七

i!



..レ'..,:
.K

ソVぐ
t...

り：-:パ-广

.\--i.,.~
 ..Tf, 

. 

..r

,
.
§
憲
蒙
特
性
 

; 

‘

■ 

さ
二
八

き
次
第

'な
ト
。V.

然
か
ダ

「

英

豐

憲

法

.な
し
，と
は
固
ょ

i

?

言

セ

る

を

免

れ

ま

英

I

法
の

f

こ 

變

S

ら
れ
、且
其
の
手
續
の

i

な
る
は

f

 
?

。

f

な
れ
ば

s

i

は 

會
の
協
？

經
て
變
.更
せ
ら

f

の
み
な

I

、行
政
處
分
に
依
て

I

裁
制
所
の

S

に
を

て
I

え
S

S

J

t

と

を

得

れ

ば

？

。

日
i

生

す
I

例

は
I

に
I

し
て
，
^

I

作

-
、5

i

n

の
制
定
す
る
法
？

 

f

て
多
く

f

所
な

I

力
を
有
す
。

-
1英
國

u 

s

法
な
し
，と
の
ト
ッ
グ
グ
ィ
ル
の
言
は
、此
の
變
幻
極
ろ
な
き
意
味
に
於
て
、は

b
め
て

‘h 

.

.し

き

を

見

る

。

，就

え

す

變

兆

し

て

；

^
:まf

o

る
此
の
如
き
憲
法
を
ぱ

r

科
學
的
.正
確
を

以
て
は

® 

す
る

6

到
底
企
て
及
ぶ
可
か
ら

f

i

る
や
云
ふ
道
ぢ
な
し
。

 

F

、
>

て
I 

!
r

 

\:, v

 

.
'

 

‘

此
の
ネ
く
英
國
憲
法
は
米
國

.及
び
'
佛

國

等

の

憲

法

に

比

し

て

之

が

變

革

に

爽

2

具
な
ろ

-
t
j服
 

I

の
大
部
分
は

I

の
，制

定

に
*

る
成
文

#

に
し
て
、全
然
不
文

I

に
は
非
ま
試
に
上 

な
る
成
文
律
の
例
を
擧
ぐ

‘れ
ぱ
、英
蘭

i
蘇
格
蘭
と

.

.ひ
蘭
係
は

1

七
d

七
年

‘の
律
令
に
位

A
义 

大T

炎
i

と
愛

i

i

:の

關

，係

はJ

八
‘
0
,
0
年

の

律

☆

に

依

て

失

れ.，̂
、
規

定

せ

ら

ん

お/ノ
。

9

■

^

E

B

U

S

l

17

A

の
：自
由
は
一
六
七
九
解
の
人
身
保
護
律
に

‘依
て
確
保
せ
ら
れ
、國
王
の
，大
權

(prerogative)

は 

1
1
n

五
年
の
大
憲
章
及
か
權
利
請
顾

(

一
六

！ 1

八
年

)

機
利
券
號

(
一

六
八

0

年)

錢
祥
令

(
一

七

0

 

0

年)

等
に
依
て
伽

.減
せ
ら

4,,

お

‘國
會
議

M

選
擧
人
の
，資
格
、選
擧
區
の
數
及
び
其
他
の
規 

‘定
は

一

八
ニ
ニ

r

¥
、同
六
七
年
、同
ん

'四
年
、同
八
五
年
等
の
律
命
に
依
て
宾
め
ら

C

又
現
今
の
地 

方
の
制
度
は

一
:

八
三
五
年
、同

.八

八

年

、同

，九.四
牟
の
律
，命
に
依
て
確
定

.せ
ら
れ
お

6

0

是
等
の 

#

分
が
普
通
法
に
比
し
て
、法
律
上
同
等
の
價
値
な
る
は
實
際
な

6

。

立
法
上
の
手
續
に
於
て 

ダ
同

一

に
し
て
、隨
て
之
が
變

K
、廢
共
に
就
て
？
同
檢
な
ろ
。

然
ダ
前
記
の
猪
#,令
は
英
國
憲 

法
の

J

都
分
に
過
ぎ
す
し
て

"

「

憲
法

」
(constitutional 

l
a
w)

と
稱
せ
ら
る
可
き
雄
の
全
部
を
范 

集

一

し

て

之

を

研

究

す

る
.も
尙
足
英

®

憲
法
.の
最
ダ
重
要
に
し
て
且
特
性
あ
る
部
分
に
關
し
て 

は
把
漠
と
し
て

.捕
捉
す
る
に
由
な
く
、學
者
を
し
て
恰
ぢ
五
里
霧
中
に
：®
惶
す
る
の
思
あ
ら
し 

0

可
し
。

卽
，あ
憲
法
の
本
文
の
み
に
依
颤
せ
む
か
、如
何
に

W

究

，に

努

力

す

る

下

兩

院

：
間 

の
憲
法
上
の
闘
傅
立
法
部
と
行
政
，部
と
の
關
係
、内
閣
の
地
，位
及
び
*
能
其
他
各
播
政
務
官
と 

事
務
官
と
の
關
係
种

i
5

に
國
王
の
精
確
な
る
嘴
治
上
：の
機
能
等
の
問
題
に
就
ズ
は
、遂
に
，不
明

に
华
る
可
一
し
。

此

の

：藤

昧

繞

棱

な

る

黯

、卽

ち

英

國

.憲
法
.の
實
際
運
傅
上
に
便
利
な
る
所
以
に

法
め
特i

i
'
:
’ 

. 

V

.:

ブ
ン 

さ

11

九
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い
，
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ベf

法
0
.
1 

.

:

:
ハ

： 

' 

六
®
a 

■ 

^
し
て
、外

H
の
將
究
者

&

戾
望
と
同
肺
に
賞

®
を
禁
卞
る
能
は

f
j

る
所

'な
6
0
;

歷
史
の
波

&

遺
留
し
セ
る
儘
な
る
英
國
憲
法

.の
各
：部
分
の

1

見
職
絡
を
缺
き
、

#
間
或
は

S 

. 

に
矛
盾
す
る
が
如
き
觀
あ
る
は
鐘
識
を
好
む
*
法
學
者
の
攻
，«
す
る
所
な
れ
と
ダ
、此
の
き
然

.

.\

 

の
儘
な
る
黯
こ
そ
却
て
英
.國
憲
法
の
長
所
に
し
て
ニ
方
に
於
い
て

有

，
ゆ
る
社
會
の
難
力
を
し 

> 

,

て
自
由
な
る
括
動
を
爲
さ
し
む
る
と
同
職
に
、他
方
：に
於

S

 

V

は
、是
等
の
如
何
な
る
勢
力

お
.
，，，

.
- 

其
の
許
さ
れ
お
る

'雜

H
以
外
に
逸
脱
し
て
、爲
め
に
或
は

.全

.社
會
.の
甚
礎
を
破
壊
ず
る
が 

如
き
こ

i
あ
ら
ぎ
ら
し
む
。
英
國

A
が
散
亂
せ
る
憲
法
の
各
部
分
を
盤
韓
し
、之
を
統

j

し
分 

-

,
k

し
て
完
全
な
る
ニ
個
の
成
文
憲
法

.に

編

纂

す

，る

こi
を
企
て
ざ
る
所
以
、實
に
鼓
に
存
ず
。

H
i

 

.

.

. 

.

次
に
く
可
き
英
國
憲
法
の
將
質
は
，其
の
不
文
律
な
る
激
と
密
切
の
關
係
あ
る

所
！？

ホ

^

I
憲
法

(flexible 

const

ぎtion)

，な

る

在

6
。
多
く
の
場
に
於
て

.

.成
文
憲
法
は
之
が
改
正
に

t 

- 

す
る
時
別
の
機
關
，を
具
ふ

.る

の

例

に

し

、て
、唯

伊

太

利i
西
班
牙
の
憲
法
は
此
の
重
大
な
る
點 

を
普
通
の
立
法
手
，

#
に
委
せ

6
。
然
る
に
英
國
憲
法
に
て
は
、此
細
に
於
い
全
く
自
由
な

6
0

•

.

.

,

英
國
に
は
憲
法
改
正
に

®
す
る
何
等
特
別
の
機
關
な
き
の
み
な
ら
す
、殆
と
晴
獸
の

a
に
憲
法

.

.

.

. 

. 

■ 

,

n

」:.

變
更
は

f
r
は
る
、
な

/
-。
多
く
の
歳
月
の
經
獵
し
セ
-る
後
に
至
つ
て
將
究
を
積
ま

ぱ
、憲
法 

の
：各
機
關
の
間
に
於
け
る
権
衡
の
變
化
を
認
知
し
得
べ
け
む
策
而
か
ダ
何
時
變
化

.の
起
'̂
お 

る

や
を

精
細
に
指
示
す
る
は
到
底
不
可
能
な

6
。
例
へ
ぱ
パ
ジ

^ォ̂
が
一
八
，六
七
年
の
選
擧
法 

改
，冗
前
に
際
し
、失
の
有
名
な
る

「

英
國
憲
，法

0

t

公
に

' せ
し
以
來
、英
國
憲
法
は
多
く
の
變
革

®
に
國
會

，の

協
贊
を
經
セ
る

t

の
變
革

©

み

な
ら

す
、國
會

の
議
事
法
等
に
も

m

多
の
變
兆
を
見
お

>
0
.
0

此
他
に
％
重
要
の
度
に
於

S

て
決
し
て
是
等
の
變
革
に
譲
ら
さ
る
徵

.
 

,

.

.

.

.
 

,
/ 

.

妙
に
し
て
捕
捉
す
可
か
ら

，ざ
る

變

伐
を

見
お

6

。

内
閣
と

I
S

會
の
關
係
の
變
遷
の
如
き
卽
ち

是
れ
な

6
。

i

八
，六
，三
年
に

「

英
画
憲
法
論

」

を
草
し
、た
る
バ
ジ
"ォ
は
行
政
部
お
る
内
閣
の
立
法

.

.
部
お
る
國
營
に
從
厕
，す
る
聽
に
重
き
を
置
き
お

6
。
まI

る
に
彼
の
著
書
ょ

6 

0十
年
後
れ

V

,

英
：國
憲
法
に
關
ず
る
名
箸
を
公
に
せ
し

、ノ 

f
グ
ァ
ー
ト
为
學
總
長

^

1
ク
'，一
ル
氏
は
、立

法

部

が

殊

に
立
法
の
桃
域
に
於
て
却
て
行
政
部
の
下
位

£
在

；る

事

を

ヵ

說

し

てH 
く
、"

tS!

閣
大

E
等
の

.
 

«

.政
綱
は
之
を

一

括
し
て
取
捨
せ
ら
れ

.ざ
る
可
か
ら
を
る
が
：敌
、立
法
行
政
の
兩
つ
な
が
ら
發
案

. 

:

.

桃
は
全
然
彼
等
の
，手
に
存
せ
き
る
可
か
ら
す
。
今
や
庶
民
院
は
政
府
不
信
任
案
の

外
、何
等
有 

:
S

効
な

’ 'る

決
，議

を

爲
す
、
ど
と

W
次

困
難
と
な

6

つ
.、
ぁ

6
。
政

俯

の
政
策
を
批
評
す

る
權

i

政

■
 
;

■
:,. 

i

s

s

®

^
 

- 

> 

‘.
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ぃ
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英 l
f
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,

-

. 

‘ .
-

、

.：

、
‘' 六
き

.

.

.
が
府
に
死
喻
を
與
ホ
る

®

の
外

§

く
庶
良
院
の
手
を
離
れ
む

i
す
l
i。
英
颗
政
府
の
兩
大
機
關 

/

の
'間
，ね
律
じ
お
る

^
^
0如
.き

桃

衡

上

，
の

變

代

ほ

，
明

白

に

し

て

ぜ

人

>
;
之̂
を
否
認
す
る
こ

i
能 

.
/ッ 

ほ
タ

♦
と
？
"而
か
，：ダ
此

'め
如
き
大
變

.草
は
公
然
お
え
決
議
の

.結
果
に
非
す

"又
積
極
：g

r

立
法
の 

- 

結
果
に
？

’菲

卞

て

ぜ

に

暗

獸

6

棚
に
漸
次
慎
例
の
變
遷
し
お
る
が
敌
な

.

0
。

.

•

-

.之
を
要
す
る

'
f
e、英國
憲
法
が
所

'
®柔
憲
法
に
獨
す
る
事
は
鍾
々
の
兆
®
に
照
ら
し
て
明
か 

: 

，な

6
。

卽
ち
英
國
憲
法
に
は
之
が
改
：正
に
對
す
何
等
特
別
の
機
關
を
具
せ
卞
ぜ
通
法
と
嫌 

法

i
の
.間
.，に

何

等

の

區

別

を

設

け

す

、而

し

て

任

細

，

.に
之
を
觀
察
す
れ
ぱ

"膨
府
の
各
機
®
の
機 

/

能

S
.

實
際
絕
え
す
暗
獸
の

f
f
l
に
變
化
し
つ

 

>
あ

'る
を
認
知
し
得
ぺ
し
。

 

.

、

,

岡
憲
法

(

コ，巧よ

onstltution) 

i
柔
憲
法
と
が
夫
れ
-

有
す
る
長
所
を
論
述
す

る

事
は
姑
く 

，
之
を
欄
き
、要
す
る
に
、北
来

<1?

衆

H
、喘
西
、藻
»
等
の
職
邦
國
が
凡
ぺ
て
剛
憲
法
を
採
用
す
る
は
、

一‘：
：
/ 

何
れ
ダ

'
"
の̂
S

狀
の
然
ら
し
む
る
に
因
る
に
非
る
は
な
し
。
‘是
等
の
聯
邦
國
が
剛

憲
法
を
，
部

- 

撑

1
る
迎
出
®
々
な
る
可
し
と
雖
ダ
、其の
憲
法
の
改
正
が
立
法
，
部
の
普
®
な
る
手
續
に
依
て
、
 

;

行
は
る
、
ミ
の

i
せ
ぱ
、中
央
歇
府
と
各
聯
邦
と
の

.間
の
機
利
の
微
妙
な

.る
權
を
が
爲
め
に

§̂
:

.
/ 

展
に
搜

A
せ
ら
る

：
>
虞

.れ

あ

る

事

は

、其

の

重

な

る

，

T̂
p,

の
な
ら
す
む
ぱ
非
す
。
如
何
と
な

i
ぶ
、
.
.

\ 

.

.

.
 

' 

、
 

- 

•

,

.

:

.

-

.

ド

.

'
 

I 

, 

.

.

. 

' 

i

V
.
. 

' 

■

職
邦
的
國
家
に
て
は
强

®

て
ふ
事
が
、實
に
其
の
存
立
の
最
大
要
件
な
れ

*は
な
ろ
。
然
る
に
探 

國
の
如
き
單

一

的
國
家
に
て
は
、柔
，憲
法

.の
方
却
て
便
利
な
ろ
。
卽
ち
ま
憲
法
は
曲
れ
と
ネ
缴 

し
て
折
れ
す
。‘餘

6
密
易
に
改
革
せ
ら

-
,る
、
缺
動
は

.あ
れ
と
、ダ

r

之
れ
あ
る
が
故
に
革
♦
を
恭 

<
起
す
る
こ

i
稀4

な
.
6
。
奈
被
翁
三
世
日
く
、

「

佛
.蘭
：西
に
て
は
革
命
は
起

'れ
ど

?
、改
革
は
行
は

'

‘れ
す

」

と
。
之
と
恰
？
反
働
に
矣
國
に
て
は
改
舉
は
行

K
る
れ
と
ダ
革
命
は
起
ら
ネ
る
な

6
0

四

-, 

'
•

，づ

-
、

，

.

英
國
憲
法
の
第
三
の
將
性
は
、其
の
柔
的
な
る
黯

i

密
接
.

の
關
係
あ
？
^

、述
綿
と
.し
て
永
纖
せ 

• 

■ 

• 
, 

•る

事

在

ろ

。

ア
.
1

サ
r

.

ヤ
ン
グ
は
嘗
て
，處
方
書
に
依

~
C
s

て
.

プ
ツ
.
.
'デ
ン
.

グ

を

造

.る
が
如
く
に 

I
. 

•

:

憲
法
を
®

造
せ
.

む
と
.

す
る
.

俳
蘭
西
.

の
立
'

法
.

家
を
冷
笑
せ
し
こ
と
、あ

-0

し
が
、是
等
の
..製
造
せ
ら 

れ
た
る
憲
法
と
全
然
性
來
を
異

1̂
,

す
る
英
國
憲
法
時
之

‘

を

絶

え

す

生

長

發

達

す

る一

觸
の
.有 

,,
 

機
體

.
.
U
?

譬
ぅ
可
し
P

V

若
し
水
續
し
お
る
ダ
の
を
以
て

※

#

i

ダ
或
は
便
利
と
も
稱
す
可
く 

ば
"

英
國
憲
法
に
？
名

#

或
は
k

利
の
名
•

を
拒
；む
.

可

か

ら

ホ

。

史
一
家
，

’

プ
リ
I

マ
ン
は
英
國
寧 

:

:

，法
‘

の
此
の
#

性
に
就
き
精
細

U

論
b

て日或，

.

特

は

外

画

服

せ

ら

れ

、或
時
は
革
命
勃
發 

〜

.

n

ザ
し
ぷ
莫
國
人
の
國
民
的
生

#

ほ
午
.

®

百
，举
の
間
に
，
W

6

,

:

.て
連
綿
义
レ
て
纖
續
せ

-

^

。，
琪
：在
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: 
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 ̂

i過
き
の
連
鎖
は
ま
だ

.管
.
て

全

然

切

離

せ

ら

れ

る

こ

と

.な
く

 

じ
て

、.英
國
人
は
赫
灼

fj.

る 

.
'
- 

理
論

'に
膝
目
し
て
ま
だ
管
て
全
然
新
ら
し
き

.憲
法

b

編
成

'に
着
手
し
お
る
こ

i
な
し

0 

'
' 

,
: 

國

民

，生

長

の

ー

步r
ホ
は
皆
過
去
の
：發
達
の
自
然
の
.結
果
に
レ
て
、隨

’V

我
が
憲
法
及
ぴ
法
徵 

.

.

の
變
化
ダ
亦
全
然
新
奇
な
る
變
北

.に
非
す
し
て
，

"古
來
存
在
し
お
る
?
の
を
改
發
籠
せ
し
め 

お
る
ダ
の
か
外
な
ら
す
。

吾
々
英
ぃ
國
人
の
準
步
は
或
時
代

.に

.

.速
く
、或
糖
代
に
週
く
、又
成
蹄
期 

に
は
全
く
休
止
せ
し
如
く
、否
或
は
退
步
せ
し
が
如
く

 
f
cぢ
見
へ
お

-

O
V

き
' 

然
わ
ダ
尙
大

i 

、

.に
於
：け
る
政
治
的
發

'簾
進
：步
は
未
だ
管
て
全
然
休
止
し
お
る
こ

i
な
し
，云
々

0
.

,
,

.

:

英
國
の
革
命
其
者
が
旣
に
槪
し
て
保
守
的
に
し
て
、英
啤
古
班
の
改
革
家
等
が
第
一
に
苦
心 

せ
し
は
、彼
等
の
主
張
す
る
革
新
，

.な
る

7
P

の；

が
，舉
貴
事
實
上
の
復
古
に
過
ぎ

ft;

る
事
を
世
問

 ̂

‘
，' .

-

公
示
す
る
に
在
ろ
き
。

パ
ル

.グ
レ

I

グ
の
謂
ぺ
る
わ
如
く
、

r

英
國
の
成

‘文
法
の
最
大
部
分
は

、
®

、

：  

竟
古
き
暫
惯
法
或
は
成

/

文
法
の
宣
言
、確
說
、繰
返

’

、若
く
は
再
制
定
に
、多
少
の
®
®
變
更
を
加
へ 

お
る
ぢ
の
に
外
な
ら
す
。
新
ら
し
き
家
屋
は
古
き
地
，盤
の
上

.

に
.

藥
わ
れ
お
る
な

6

。
卽
ぢ
ー

蹄
，代
の
制
度
は
常
に
其
の
前
腊
代
の
制
度
に
則
て
制
定
せ
ら

4

/

而
^

&

 

«
述
綿
繼
續
し
て
ま
だ 

，赞
.

て
ホ
絕
，せ
す
た
。
英
國
谦
お
の
述
綿
と
し
て
繼
赖
せ
る
は
、之
が
原
因
を
就
朋
す
る
に
難
か

一'
.
,
.
. 

メ
 

. 

. 

'

ぁ̂

^
^
!
^

^

^

^

^

.

.
^
:
l
i
i
I
I
I
I
I
J
1

-
-

23

ら
す
。

第

】

英
國
人
の
國
良
性
の
然
，ら
し
む
る
所
に
し

V
"、

次
'

に
島
國
な
る
地
'.禅
的
狀
態
ダ
大 

な
る
關
係
あ
る
可
く
し
て
叉
英
國
憲
法
の
菜
的
特
性
は
最
ダ
與
て
カ
あ
ら
ひ
。

國
民
性
云
み
は

.拙
な
，る

.

.批
評
家

.の
遊

.僻

な

1C.氣
翦
す
る
論
ざ
あ
れ
と
ズ

I

多
少
の
眞
理
な 

，
き

に
非
ま
、然
ダ
國
良
性
は
顯

0

な
る

»
實
に
し
て
、英
國
人
の
画
良
他
が
英
國
憲
法
の
®
成
殊 

に
其
の
永
續
性
の
原

.動
力
の
一
に
數
へ
ら
れ
ヤ

0-

る
可

S
r

ら
ヤJ

る
や
勿
論
な
-̂
。

デ
ラ
ィ
ス
氏 

日
く
、「

柔
憲
法
の
最
度
模
範
は

*
を
尙
ぴ
、先
例
を
重
む
じ
、其
の
祖
先
の
遣
法
を
守

6
て
萬
事
を 

行
ネ
こ
と
を
好
む
保
守
的
氣
質
の
國
良
間
に
生
長
發
達
し
班
れ
る
憲
法
に
在

6
。
此
種
の
園 

良
性
は
柔
憲
法
を
發
展
せ
し
む
る
適
當
し
、之
に
依
て
憲
法
は
養
成
せ
ら
れ
保
持
せ
ら
る
、
 

な

6
。
如
何
に
大
な
る
變
化
を
？
行
ひ
得
る

W

當
の
權
利
を
保
持
し
て
而
か
ダ
之
を
艦
用
せ 

6
し
其
の
事
實
こ
そ
、卽
も
國
會
を
し
て
其
の
權
利
を
行

.便
す
る
に
，方
て
、響

>§

稳
當
な
ら
し 

む
る
所
以
一
な

.

4
」

と
。
，
， 

.

,

次
に
英
画
の
島
國
的
她
位
が
其
，の
憲
法
の
永

.

續
性
に
，關
係
あ
る
や
勿
論
な
れ
と
？
、島
闘
な 

ル

ぱ

と

て
全
く
外

S

の
舞
力
或
は
外
國
の
征
服
ょ

6

免
る
能

t

o

き
6

き
。
唯
大
陸
諸
國
に 

し
て
、外
画
の
影
春
，を
蒙
る
こ
と
少
な
，く
、又
外
ょ

6

來

る

革

，命

の
#

力

？̂

左

ほ

と

激

熟

な

ら

,

英
闕
憲
法
の
®
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i

憲
法
の
特
性

六
！！

六

^

さ

6
き
。

僻

®
英
國
憲
法
の
柔
的
特
性

S

其
の
永
續
性
に
及
.ぼ
せ
し
孰
果
に
就
て
は
此
ヒ
多 

く
說
明
を
加
ふ
る
の
要
な
か
る
可
し
。

英
國

i

の
他
の
特
性
と
し
て
擧
ヶ
可
き

S

の
合
法

(
L
e
l
y
)

に
し

V
-

公
平

(
I
m
p
a
r
i
t
y
)

 

な
る
點

'な
ろ
。

<

ロ
法
に
し
て
公
平
な

6
と
は
法
律
の
優
秀
に
，し
ズ
威
-力
あ
る
の
藤
に
外
な
ら 

ぽ
律
の
威
力

J
-J

は
ダ
ィ
シ

I

於
.擧
げ
お
る
左
の
三
條
に
歸
着
す
可
し

。

'

.(
一
)

何

人

.ダ

英

國

の

通

常

裁

制

所

に
於

て
通

常

‘の
<
ロ法
的
方
法
に
依
て
、明
か
に
法
律
違
反
お

る
こ
と
を
證
明
せ
ら
る

 

> に
非
れ
ぱ
、處

'罰
を
受
け
、或
は
合
法
的
に
身
體
财
產
の
害
を
蒙
ら

さ
る

事

.
'
.
.
.
.
.
.
.
.
-
,
:

(

ニ
荷
人

75P

法
偉
の
上
に
立
お
タ
，る
の
み
な
ら
ホ
、其
の
位
階
、身
分
の
如
何
を
問
は
す
、

12 ；3

ぺ
ズ 

英
國
の

' 通
常
法
律
を
邀
守
し
、又
通
常
裁
.制
所
の
宣
吿
に
服
從
せ
さ
る
可
か
ら
タ
る
事 

nij)

英
國
の
憲
法
は

’
®
か
ら
別

.個
の
法
典
と
成
ル
る
外
國
の
憲
法

i
異

6
、佩
人
の
權
利
の
源

.
に
ぎ
す
し
て
！̂つ
ろ
韻
ホ

0
に
於

S

て
規
足
し
、'厲
行
せ
ら
れ
お
る
個
人
の
桃
利
の
結
果
に
外 

な

ら

さ

る

事

.

1

8

3 

,
 

.
 

•
 

■ 

.

.

.

じ

i.

25

前
'記

S

I)

は
身
體
の
自
由
に
關
す
る
個
人
の
權
利
を
確
實
に
宣
明
せ

6
ゾ
何
人
？
立
誰
せ
ら 

れ
お
る
法
律
違
反

U

非4̂
’

む
ぱ
罰
せ
ら
る
、
こ
と
な
し
。
卽
ち

(

イ)

明
白
な
る
法
律
違
反
な
ら 

ざ
る
可
か
ら
而
し
て

(

こ
此
の
違
反
は
英
國
の
通
常
裁
制
所
に
於

.

S

て
通
常
の

<
2

理

的

.方

法 

に
.依
立
證
せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
す
と
の
ニ
點

が
服
目

な

6
。
此
の
如
き
は
今
人
の
服
に
は 

極
め
て

•平
凡
に
見
ゆ
る
义
之
，が
眞
意
を
ま
分
に
了
解
せ
び
と
欲
せ
ぱ
、須
ら
く
舊
制
度

(
A
n
c
i
s

 

R
e
g
i
m
e
)

の
下
に
支
配
せ
ら

.か
し
佛
蘭
西
及
び
第
十
七
世
紀
，の
前
半

.
U

放
け
る
英
國
の
狀
態
を
：
 

顾
る
に
如

5
,

す
。
プ
け
ッ
ク
ス
は
バ
ス
テ
ィ
ル

S

落
の
報
を
得
て
叫
む
で
日
く
、

「

址
界
歷
史
上
ま
だ 

暂
て
有
ら
を

る
最
大
最
善
の
，

事
件
な
る

哉
！」

と

。
‘

フ

ォ

ッ

グ

ス
の
此
の
叫
び
は
、吾
人
の
服
に
は 

政
治
狂
の

K
語
の
如
く
見
ゆ
可
し
。
然
れ
と
も
吾
人
苦
し

\

ス
テ
ィ
ル
料
個
人
の
.自
由
を
聽

こ
と
を
顾
る
と
き

f
t、此
の
叫
び
の
決
し
て
爾
か
く 

ら
む

"

幾
百
千
の
人
は
此
の
奮
制
度
の
下
に
、明
か 

て
、
#
だ

國

王

の

權

臣

惡

ま

れ

お

，る

が

故

を

以

て

、 

-ル
磐
！
^
法
偉
の
咸
カ
の
爲
め
に
存
せ
す
し
て
、却
て 

0

左
れ
ぱ

.こ
を
其
の
陷
落
の
報
.は
普
通
の
英
國
人 

の
熱
心
を
以
て
、佛
國
及
ぴ
湖
國
人
に
同
情
あ
る
外

:
力四七

删
せ
し
佛
國
の
司
法
制
度
の
目
標
お
，

6

し 

無
意
義
な
ら
ざ
る
こ
と
を
覺
る
に
餘

6
あ 

に
立
證
せ
ら
れ
る
‘
犯
罪
の
故
に
非
す
し 

2
1

圓
の

®
に
泣
き
お

'
き̂
。

卽
ぢ
バ
ス
テ
ィ 

特
機
の
咸
力
の
爲
め
に
立
ち
お

-
し̂
な

6

の
目
に
は
組
氣
淡
汰
に
？
見
ゆ
る
ぱ

 ̂

.
 

-
 

■
 

.
 

-,
 

■

:

:

f

憲
法
の
®
 

- 

‘

i
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六
四
八

視
福
す
る

-
U

反
對

る
迄
ダ
な
し
。
館 

を
觀
る
可
き
に
非

國
人
の
間
に
歡
迎
せ

'ら

れ

お

る

な

，ろ
。

此

の

歡

聲

は

卽

，ち

法

律

の

.威

力

，を 

に
、暴
力
の
機
威
の
破
壞
に
對
す
る
快
感
の
叫
び
、な

6

し
な

i

,

.

英
國
憲
法
の
此
の
方

.

面
の
意
義
を
明
か
に
す
る
に
は
、例
を

.

佛
國
‘

に
求

0

 

十
七
世
紀
に
於
け
る

.

英
國
の
大
ほ
試
は
、單
に
國
會
の
立
脚
黯
ょ

6

の
み
之 

秉
其
は

®

國
會
の
自
由
を
得
む

'

が
爲
め
の
爭
の
み
に
：业
ま
ら
す
し
て
、又
實
に
値
人
の
®
由
に 

纖
す
る
学
な

6

き
0

 

:

國
會
の

®

由
ぢ
個
人

‘

の.

自
由
ダ
兩
つ
な
が
ら
ス
チ
ユ
ァ

I

ト
諸
王
の
爲
め 

に
脅
さ
れ
お

-C
S

き
。
多
數
の
人

t

t

通
常
の
裁
判
所
に
於
い
て
通
常
の
八
ロ
法
的
方
法
に
依

<

.等

法

律

違

反

；の

證

明

せ

ら

る

 

こ
i
な
く

^
虫̂
錢
上
及
ぴ
身
體
上
の
害
を
蒙

6
お

-

O
S

き
。
補
 々

の
ネ

K
裁
ホ
所
は
大

.憲
章
及
ぴ

S
後
の
譜
律
令
に
依
て
保
障
せ
ら
れ
お
る
前
記
の
自
出
を
英 

國人

.民ょ

6

东奪

せ
ら
。
'國
主

が
繊

:に
設
立
し
お
る
星
法
廳

(court of ,star c
h
a
m
b
e
r
)
.

高
等
法 

院

(High c
o
m
m
i
s
s
i
o
n

 c
o
u
r
t
)

北
方
法
廳

(council 

o
f 

the N
o
r
t
h
)

其
他
の
特
權
あ
る
裁
制
听
は
ザ
く 

英
國
臣

23?

を

®
制
し
お

6
,き
。

「

高
等
法
院
は
羅
馬
敎
の
宗
敎
裁
制
所
に
？
讓
ら
さ
る
殺
の
峻

. 

嚴
酷
激
を
極
め
お

6」

。「

星

法

廳

は

無

法

な

る

刑

罰

を

以

て

究

，滿

し

、陛

下

の

E
良
は

®
き
罰
金
、 

禁
細
、想
別
、切
斷
罪
、答
せ
、架
刑
、猿
春
、拘
留
、追
放
、等
に

於

て

壓
制
せ
ら
れ
お

6
と
5
づ
大
諫

»
書』

ス5n
d

 R

ま

o
n
s
l
o
e

)

の
借
摘
す
る
斯

i
4

し
て
、其
後
長
期
鶴
會
は
非
常
の
喝
あ
を
以
ズ
、凰
法
廳

I

t
i
u
^
M
d
N
H
H
n
n
H
U
M
n
M

27

其
他
の
將
殊

.裁

制

所

の

廢

业

を

議

決

せ

-
^
。

然
だ
弊
根
は
一

,
深
き
ダ
の
，あ
ム
き
。

前
記
特
殊
截
判
所
の
盤
害

®
ょ

6
大
な

6
と
雖
も 

國
主
が
通
常
裁
判
所
の
截
制
に
干
涉
す
る
こ
と
あ
る
に
至
つ

V

は
、其
害
真

.に
大
な

6
。

今
日 

の
英
國
人
は
ニ
個
の
：保
障
を
有
せ

A
V
O卽
ち

第

r

明

な

る

，

法
律
違
反
な
ら
ざ
る
可
ら
す
。
 

次に
此

.の
違

'反
は

「

通
常

」

裁
制
所
に
於
い
て
立
證
せ
ら
れ
き
る
可

，&
:

ら
十
七
他
紀
張
朝
の 

M
十
年
迄
、英
國
人
は
此
の
兩
つ
の
保
障
を

.有
せ
き

6
き
。
彼
等

t
t特
殊
栽
制
所
に
於
い
て
所 

罰
せ
ら
れ
し
の
，み
，な
ら
卞
、法
律
遠
反
の
證
明
な
く
し
て
通
常
裁
判
所
に
於

S

て
だ
亦
罰
せ
ら 

じ
な

6
。

サ
一
、ト

I
マ
ス
、ダ

-
.
、

不
ル
及
ぴ

.五
騎
士
に
對
す
る
裁
制
事
件
は
、此
の
後
の
場
合 

の
癒
例
な
ろ
。

.
一
ふ
ハ
！
一
八
年*
利
講

|
®
:書が

H
會
を
通
過
せ
し
は
、其
の

®
意
主
と
し
て

S
王 

の
不
法
な
る
千
涉
に
因
て
枉
屈
せ
る
人
權
の
同
復
に
在

6
き
。
權
利

l
i

顾
書
は
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト 

朝
の
裁
制
宵
が
大
憲
韋
及
び
其
他
の
律
☆
の
規
定
に
違
反
し
て
多
く
の
人
々

'を
.拘
禁
し

、；#

が 

«
被
.拘
禁
者
が
其
の
狗
禁
の
理
由
を
札
せ
ぱ

1

単
に
國
王
の
命
に
依
て
然

6
と
答
へ
て
不
お 

の
拘
禁
を
.績
け
お
る
を
批
難
し
、侃
進
.む

t
自
由
は
前
*
の
如
き
如
何
な
る

K

糊
の
方
法

M

 

衣
て
禁
細
之
を
若
く
，
は
拘
留

せ

ざ

ら

む」

こ
と

.を
要
求
-せ

i

""..だ
别
議
會
が
特
殊
裁
制
听
.を
廢
业
し
お
る

；1

六
四
，一
年

)

と
相
俟
て
.前
記
權
利

1
1

顾
書
の
條

I



に1n；

英

國

奮

の

律

1 
メ rrnc

項
は
英
國
臣
民
の
自

I

保
証
し
、且
法
律
の
咸

力
を
確
實
な
ら
し
む
る
に
？

？

力

あ

6 

き
。
然
る
に

！ 

2

丸
年
の
人
身
保
謹
律
は
一

步
を

.進
，.めて

、遂
に
夙
に
理
|
.
に
て

I

認

t

i
 

^
-
^
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n
r
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ク

 

f
 ご 
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レ

，
 

‘

/。
此
の
如
く
し
て
法

#

の
戚
力
.は

"li

J

:
 

V 

< 

' ，ぅ 

I 

/
A 

I
V 

ま 

 ̂ ̂

づ
に i

对

せ

ら

れ

し

人

、身

保

護

の

實

現

に

取
.ふ

®
な
る
保
障
を
規
定
せ

_
^
。

さ

一

七

0
0

年
の
錢
、
 

肺
令
は
從
來
國
王
の
随
意
に
任
免
.せ
し
载
制
官
を
し
て
爾
後
は
其
職
を
濱
さ
セ
る
限

.

C
S
®

位 

を

’
.保

お

し

め

、
之

i
同

#
に
上

S

院Q

協
同

1

5
に
B

.

る
外
は
其
職
を

免

せ

ら

れ

^

る

こi 

，

ビ

規
定
し
て
、截
制
宫
を
ぱ
行
政
部
の
管
轄
外
に
移
し
お

6

0
此
の
如
く
し
て
法
準
の
威
力

,H 

，確
保
せ
ら
れ
}̂
し
て
臣
，民
の
身
體
の
自
由
は
.保

障

せ

ら

化

ろ

。

/ 

六 

•

前
記(

ご
が
英
國
憲
法
の
合
法
な
る
こ

i

を
説
明
す
る
が

如

く

、

(

ニ

)

は
郎
も
之

が

公

平

な

る

こ

 

示

さ

な

.
6

英

®

に
て
は

「

萬
人

y
對

し

て

I

法
ぁ

6」

ス
凡
て
の
人
は
法
ミ

；

に 

/ 

な

〜

の
称
言
ぁ

i

此
の
兩

.つ
，
0
:将
言
は
、平
凡
な
る
が
如
き
？
、而

^

重
大
な
る
主

義

 

を
確
說

1

る
の
み
な
ら
又
兩
々
相
關
聯
し
て
®
用
せ

ら
る
。

英
國

に

て
は
、何
人
《

「

法
律

の 

i

立
お
ざ
る
の
み
な
ら

I

人
は
英
國
の
通
常
法
律
を
遵
ま
し
、通
常
裁
制
.所
の
裁
制
に
服 

f
せ
ざ
グ
：可
力
ら

1

此
の
原

®ょ
...0

し
て
、7:1

凡
ベ
て
上
下
宵
吏
の
貴
任
，ミ
如
何
に
微
膨
な 

〜

雖
？
自

r
b

の

蒙

★

る
損
害
に
對
し
て
要
償
を
得
る
臣
，良
の
權

W
、

(

ハ)

而
し
て
通
常
裁

1

1
-
-

. 

V

-
■-■ 

• 

I 

♦ 

« 

.'

所
に
於

S

て
其
の
損
害
要
償

‘を
謝
へ
得
る
權

.利
は
發
出
す
。
佛
國
の
行
政
都
に
は
特
別
の
载 

制
所
に
依
て
施
行
せ
ら
る
、
行
政
法
な
る
ダ
の
あ
れ
と
.も
英
國
に
は
行
政
法
或
は
行
政
戴
制 

.

.
,

. 

听
な
る

lip

の
全
く
之
れ
あ
ら

4
^
0
.
然
る
に
之
が
有
の
差

t
t極
め
て
重
大
な
る
結
渠
生
す
。

.
 

!
 

- 

•
.

.

例i
；

ポ
、グ
ィ
グ
ト

-
リ
ア
停
專
場
ょ

6
:
.パッ
デ
ィ
ン
ト
ン

.停
暮
場
に
馬
車
を
願
ら
む
と
す
る
英
國
人
、

.
途
中
譽
察
宫
の
命
令

.に
依
て
パ

I

グ
レ

I

ン
の
交
通
遮
斷
に
會
し
爲
あ
に
約
束
を
巢
お
す
能

.,■
 

; 

■ 

' 

■

;

し
V

 

は
さ

6

し
と
し
，て
、彼
若
し
譽
察
暑
が
越
權
の
處
置

.

を

爲

し

お

-
^
と
疑
ぅ
可
き
理
由
を
發
見
し 

，
お
る
と
き
、醫
然
揚
害
要
價
の
起
就
を
爲
し
得

.

べ
き
の
み
な
ら
す
、併
か
：

i

其
の
斯
藤
は
通
常
の 

裁

5
：

所
に
於

S

て
通
常
の
法
律
に
依
て
制
決
せ

.

ら
る
。
之
と
同
機
の
事
件
が
已
里
に
於

S

て‘

•

.
、
’ 

，起

/
-
^
お
.
6
と
せ
む
か
、其
の
場
合
、

®
画
人
は
行
政
：裁
制
所
に
向
つ
て
損
害
要
償
の
御
載
を
起
し
、

‘
併
か>

 

L

私
人
對
政
府
宮
史

.の
係
爭
，
.事
：件
な
る
が
故
、通
常
の
屈
律
規
則
に
依
ら
ダ
し
て
、行
政 

'、 

，
法
と
稱
す
る
將
別
法
に
依
て
裁

.制
せ

y

ら
る
。
此
の
如
き
制
度
が
宫
史
に
利
に
し
て
、如
何
に
人

' 

> 

良
の

@
1由
を
毀
損
す
る
ダ
の
な
る
か
は
、之
を
推
測
す
る
に
難
か
ら
卞
。
上
下
の

S
別
な
く
有

-... 

- 

• 

•

I
.

,

,

:

ゆ
る
官
吏
が
、通
常
裁
制
所
に
於

S

て
施
行
せ
ら
る
通
常
の
法
律
に
對
し

V

貴
任
を
貧
ぅ
こ

i 

;

は
、英
園
臣
民
の
自
由
に
對
す
る
最
ダ
效
嚴
あ
る
保
障
な

6
。

,

9 

セ
 

•

2 

.

-

一で
：
：

. 

:

英
I

法
の
#
性
一

 

六

丑
1
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I

I

I
I

1

uŷ
hn//*

s
;
,
r
i

六
五
ニ

ふ

英

國

憲

法

の：^
.̂ 

■ 

• 

■ 

-

最
後
に
，英
國
憲
法
の

.他
の

J

特
性
と
し
て
擧
ぐ
可
ぎ
は
、其
の
：

や̂
賞
相
異

(unreality )

の 

B
愈
法
に
て
は
俩
ほ
と
外
見
と
は
相
同

'じ

か

ら

す

と

は

道

理

あ

る

評

言

に

し

て

、
'、 

ジ
オ
が
圓
王
及
ぴ
贵
族
院

/の
條
在
す
る
に
ミ
拘
は
ら
す
、吾
々
英
國
人
は
假
裝
し
た
る
共

.
 ̂

f
f
l 

S

下

F
支
配
せ
ら
る

i
評
せ
し
は
、卽
も
此
の
特
性
を
道
破
し
お
る
ダ
の
に
外
な
ら
す
。
英

S 

王
か
，貴
際
の
支
酣
者

.お
み
し
取
代
は
過
去
に
屬
す
る
が
故
、其
游
代
に
用
ひ
ら
れ
し
言
葉
成
は 

张
式
は
維
命
ひ
全
く
誤

-
に̂
膽
亦
ホ
と
す
る
ぁ
，最
阜
今
日
の
實
際
に
適
仓
せ
！

^
る
な
ろ
。

次 

に
，吾
人
は
危
ザ
國
會
を
立
法
新
ほ
閣
を
行
職
都
と
呼
ぶ
だ
、前
に
娜
ぺ
お
る
如
く
、實
際
ヒ
め
組 

は
大
に
立
ぜ

®
の
撒
能
を

1
8

食
せ

-CN 。

卽
ち
內
蘭
は

.專
ら
立
法
の
主
題
を
選
擇
す
る
の
责
に
，
 

任
じ
、譲
案
の
順
序
を
決
定
し
ぜ
立
法
的
計
盡
に
駒
し
て
、色
彩
と
举
ま
と
を
與
ふ
。
約
言
す
れ 

ぱ
内
廣
は
廣
大
な
る
發

.案
維
を
掌
握
せ
る
な

6
。
尙
理
論
上
國
王
は
今
日

i
雖
も
陛
下
の
僕

- 

®
s 

Majesty,s Servant}

と
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